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要 旨前報に引き続き未来派1)とメンズファッションについて調べたものである。 1910年代未来派

画家パッラ Balla，G.は，彼の作品に見られるような斬新なデザインを取り入れたメンズファッション
を提案した。未来派によるメンズファッションをめぐる改革はその後も進められ，画家タイアート

Thayaht， E.は1932年Manifestoper 1a transformazione dell'abbigliamento maschile (男性衣装変革宣

言)を発表，美的でしかも便利な衣装を提案した。続いて画家クラーリ Crali，T.は，鮮やかな色を特

徴とするスーツを考案した。また画家シーテ Site，D. M.やドットーリ Dottori，G.により前衛的なメン

ズファッションも提案された。さらにマリネッティらにLって1933年I1manifesto futurista del cappelo 

italiano (イタリア帽子未来派宣言)，画家ディ・ボッソ DiBossoらにより Manifestofuturista su11a 

cravatta ita1iana (イタリアネクタイ未来派宣言)が発表された。本報では1930年代のファシスト的な

思想を持った未来派画家によるメンズファッションの発案とその内容ついて調べた。資料には前報と同

様『未来派とファッション~ CCrispolti， E. IL FUTURISMO E LA MODA)2)を主に使用した。

I はじめに

前報では，未来派画家ジャコモ・バッラ

Giacomo BALLA (1871-1958)が創作した未

来派スーツと二つの衣装宣言1914年 5月LE

VET亘MENT MASCULIN FUTURISTE 

MANIFESTE (未来派男性衣装宣言)，同年9

月ILVESTITO ANTINEUTRALE MANI-

FESTO FUTURISTA (未来派反中立衣装宣

言)3)に書かれた内容とその意味主張について

未来派との関連において調べた。その中でバッ

ラは19世紀から続いていたメンズスーツの伝統

的デザインであった控えめな装飾に地味な色と

いうスタイルに彼自身の絵画作品(図 1)に見
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られるようなダイナミックで非対称なラインを

強調し，大胆な柄や鮮やかな色を取り入れそれ

までの固定化したデ、ザインに改革を試みた。ま

た，ボタンを減らしたりすることで実用面にお

いても留意した。それらは現在の我々から見て

も斬新なアイデアであり，ダイナミックなデザ

イン，明るい色彩，非対称なラインといった非

常に画家的な発想で考案されている(図2)。

前報では触れることが出来なかったが，パッ

ラがデザインしたものは，スーツだけでなくシ

ャツ，ネクタイ，ベスト，帽子，靴，手袋とい

った装飾品にまで、至った。未来派衣装を企画し

た1912年頃，彼のデザインしたスーツには三角

形のネクタイが既に見られた。三角形は1912年

から14年にかけて彼の絵画作品に登場するモチ

ーフで，未来派が重要視する運動を意味するも

のであった。そして1914年に描かれた夜用衣装



図1 バ'"ラ「イタリア万歳J1915年

のデッサンには曲線状の赤いネクタイが見られ

る(図2)。伝統的に長く垂らした形をダイナ

ミックに造形したものや，柄や色彩にダイナミ

ックなヴァリエーションを持たせたもの，また

紙を用いて彩色するものなどもあった(写真

3)。さらに，未来派の宣伝活動の折に，電気

ランプを用いたネクタイを着用した記録もあ

る。

1920年代初頭にデザインされたベストは，未

来派の煽動の印として，共通の衣装の下に着用

された。印象的な多色が特徴で，幾何学的なラ

インの中に色彩のダイナミックさが感じられる

図2 バッラ スーツのデザイン 1914年

(写真4)。

靴は2色使いのダイナミックな曲線の柄がつ

いたデッサンが既に1912年に見られ， 1920年代

に実際に試作され使用された(写真5)。

これらの装飾品は，一部を除き実際に着用さ

れることはほとんどなく， 1910年代は主に未来

派運動の宣伝のために用いられ，未来派グルー

写真3 左バ‘yラ刺繍入りネクタイ 1918年

中央バ‘yラ紙に水彩画でデザインしたネクタイ 1916年

右バッラ変形ネクタイ
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写真4 バッラ未来派ベスト 写真5 バッラ未来派靴 1916年

1924年

プ内では1920年代を通じ着用されていた(写真

6)。

バッラは1920年頃から室内装飾に関心を払い

始め， 1928年頃には未来派の主な活動からは遠

ざかっている。

他方，芸術運動としての未来派の活動的な時

期は第一次世界大戦の始まりと共に終わりを告

げる。しかしその頃までに第二の未来主義が

動き始めていた。これはマリネッティが自分の

運動を生かし続けるために行った試みで，第二

次世界大戦まで続いた。第二未来主義の特質

は，マリネッティが「新感覚」と呼んだラジオ

や飛行機というような現代的な現象から起こる

感覚を促進するといった文化的革新を求めたも

のであった。そして， 1929年未来主義航空画家

宣言4)がマリネッティ，パッラら 9人の未来主

義者によって署名された。それ以降，航空絵画

や航空彫刻が，未来主義芸術の新しい印となっ

た。第二世代にはパッラの他に，新たに画家，

彫刻家，建築家が加わりローマ， ミラノ， トリ

ノなどで活動が行われた。そして，メンズファ

ッション関するプロジェクトについても引き続

き進められていった。

本報では， 1930年代に提案された草新的メン

ズファッションについて，それぞれの画家が発

案したデ、ザインやその意味主張について調べ

た。
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写真6 未来派衣装を着用したバッラ

1927年

1I MANIFESTO PER LA TRANS-

FORMAZIONE DELL' ABBIGLIA-

MENTO MASCHILE 

1929年に未来派グループに加わった画家・彫

刻家エルネスト・タイアート Emesto

THAYAHT (1893-1959)は1932年9月20日，

兄のルッジェーロ Ruggeroと共に

MANIFESTO PER LA TRANSFORMA-

ZIONE DELL' ABBIGLIAMENTO MA-

SCHILE (男性衣装変革宣言)を発表した(図

7)。最新の男性衣装一式を示したその宣言は，

過去主義的なものを否定した。そして，あらゆ

る着膨れや動作を妨げるような圧迫から開放

し日常生活におけるどんな状況においても着

用されるべきものを提案した。それは経済的で

衛生的，しかも美的なものであった。考案され

た衣装にはそれぞれ名称(時折用いられていた

未来派の自由語または，タイアートの造語と思

われる)が付けられている。

パッラの宣言の内容と比較すると，圧迫され

るようなものや不必要なものを否定している点

では同じであるが， うまく着こなすためには，

パッラが否定したカラーやカフスもある程度必

要であると述べる。そして，衛生的で動きやす
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図7 MANIFESTO PER LA TRASFORMAZI・

ONE DELL' ABBIGLIAMENTO MASCHILE 

1932年

くて便利，着脱が簡単，美的であるという点に

おいてはほぼ一致している。また，バッラは色

の問題について詳しく触れていたが，タイアー

トはほとんど触れず，女性より幾分輝かしい程

度であれば良いと述べる。同様に，柄やライン

についてもパッラはダイナミックであることを

強く述べたが，タイアートは肉体が強調されれ

ば良いとし、う程度である。

このことから，バッラはキャンパスの上でメ

ンズファッションを捉えたように，美的な変化

を強調した。それに対し，タイアートは具体的

な部分にも触れ，パッラ以上に実用性が強調さ

れている。

「男性衣装変革宣言J

長年，女性によって達成されてきた着こ

なしの自由を男性のために主張しよう。

2 自由を獲得するべく過去主義的な考えを

破壊しなくてはならない。良く着こなすた

めに以下の衣類を身につけなくてはならな

い。シャツ，パンツ，靴下と靴下留め，

靴，カラー，ネクタイ，カフスボタンまた

( 62 ) 

3 

はボタン付きのカフス， 4つポケットのあ

るズボン，折り返し，ベルト，細いベルト

とサスベンダー， 4つの小さなポケットの

あるチョッキ，もう一つ細いベルト，内側

にも外側にもポケットのある上着，折り返

し袖に偽穴とボタン列，フェルトあるい

は麦わらの帽子に調和したテープ付き，絹

またはモロッコ革の裏地，レインコートま

たは厚手のコート，手袋，首にはストー

ル，季節によって傘または散歩用の杖。

すでに存在している楽天的でスポーティ

ーな若者の好みを奨励しなくてはならな

い。生き生きとし野や海だけでなく都会

の日常生活でも着用する。とりわけ会社，

庖舗，銀行，工場で働く人々にとって必要

で，動きを楽にし，身体状況を良くする。

4 非難されるのは，着膨れと圧迫である。

5 

だから捨て去らなくてはならないのは，血

液循環や自由な動作を阻むようなカラー，

カフス，ベルト，サスベンダー，靴下留

め，裏地，不要なポケット，馬鹿げ、たボタ

ン列，折り返し，肩マント，パッド，スポ

ーティーでないもの，不潔なもの。

衣装の数を季節によって必要最小限にし

なくてはならない。衣装各部の縫い目， ト

リミング，アイレットを必要最小にしなく

てはならない。仕立て，洗濯，プレス，た

たむことが容易で，結果的に生産費を下げ

販売数を伸ばす。

6 衣装は経済的で衛生的，便利で美的でな

ければならない。

7 

a) 便利:肉体のいかなる動きにも従い，

障害や苦痛を与えず行動に便利でなけれ

ばならない。素早く着用でき，雨，寒

さ，風，暑さ，ほこり，太陽から防御さ

れなければならない。

b) 衛生的:フォルムがより美しく男性

の肉体の特徴が強調されなければならな

い。出来れば女性の衣装よりも幾分光彩

を放つべきである。

男性衣装のために新しい衣装の創造，新



しいネーミングが付けられ，すでにある衣

装を機会に応じて今日の生活に合わせるよ

う変革すべきである。

8 1918年フィレンツェでつなぎ服を発表し

た。やがてはセンセーショナルな解説と共

に新しいデザインの一連を発表するであろ

う。以下のように名称をつけた。

1)イル トラコ ILTORACO。袖なし
シャツ。襟ぐりが大きくボタン無しま

っすぐのライ γ。綿，毛，絹地。冬はシ

ャツとして，夏は水泳，アスレチック用

として白か家庭で洗濯可能な彩色。

2) イルカミット ILCAMITTO。障
害にならないシャツ。ポケットなし。ま

っすぐなライン。綿，麻の伸縮性のある

生地。ボタンは2つのみ。白か鮮やかな

色彩。洗濯可能。

3) イル コルサンテILCORSANTE。
胸カバー。五分袖。 2つのポケット。ボ

タンは 1つ。毛，絹，革，ゴム，季節に

応じた彩色。

4) イ フェモラーリ IFEMORALI。
大腿部カバー。ゆったりして密着しない

もの。膝下止まり， 4つのポケット， 3 

つのボタン。毛，木綿，麻，絹で光沢の

ない柔らかい素材，強い色彩，無地か幾

何学模様。

5) イ コンチ1CONICI。脚カバー。
まっすぐのラインで円錐。 3つのボタ

ン， 2つのポケット。光沢のある生地。

夏は大変軽いもので，冷たい色彩。冬は

毛が蜜で，暖かい色調。

6) リ アンカリ GRIANCALI。脚カ
バー。スポーティーなライン，ローネッ

ク， 2つのボタン。生き生きとした色

彩。木綿。海岸や水泳， トレーニング

用。

7) ラ トゥヴアリアLATUBARIA。
脚カバー。たっぷりして足首部分が閉じ

ている。防水地，抵抗力のある単一の縫

い目。 2つのポケット。

( 63 ) 

8) カルツアーリ エカルツィッリ

CALZARI E CALZILLI。様々な裁断の
脚カバー。ニット地，ガーターなしで着

用。白，安定した円錐，大腿部までのも

の。

9) アエロスカルパAEROSCARPA。

軽い靴。伸縮性，脚を空気にさらすよう

な構成，明るい色彩。夏には熱を通さな

いもの。

10) ラ スカーブァ LASCAFA。頑丈
で光沢のある靴。革かゴムで防水性。真

鎌とアルミニウム。

11) ラ スピオーヴァ LASPIOVA。冬
用の頭巾。自分で広げられる傘付き。光

沢があり，彩色され防水性の生地。

12) ラゾレL'ASOLE:夏用の軽い帽子。
可動のレンズフード付き。紙，布，藁，

アルミニウム，セルロイド。白，明るい

緑，青。

13 ) イルパラヴィスタ ILPARAVIS-

TA。ラゾレと用いる庇。通りや空の反
射から目を保護。

14) イル ラディオテルブォ IL
RADIOTELFO。旅行用の軽いカスケッ
ト。ラジオ受信機と可動性イヤホーン付

き。

15) ラ ルーカ LALUCA。冬のマント。
膝までの長さ。袖。ポケット。ボタンは

なし。 2つの縫い目。防水性のあるリバ

ーシプルの生地。柔らかくて軽い濃く強

い色彩。

16) イル トリフォノレメ ILTRIFER-

MO。胸カバー。手首までの管状の袖つ
け。折り返しの衿。 3つのボタン。内ポ

ケット。ウエスト部分で締まり，編み目

の詰まった生地。混合色。

我々の全てのデザインは，現行の法により

制作と販売に関する独占権を保証されるよう

登録及び保護される。イタリアの既製服会社

により，この我々が率先する重要性を包含さ

れ，未来派の統合衣装を大規模に生産し発表



するとし、う理性的で実際的な参入を期待す

る。

タイアート

ルッジェーロ

1932年9月20日

タイアートは未来派グループに加わる以前の

1920年代，デザイナー，マドレーヌ・ヴィオネ

のアトリエでデザインに携わっていたことで知

られる。しかしそれよりも前に男性衣装に関

心を持っていた。彼は1918年に「トゥータ

TUTAJと呼ばれる上着とズボンが一体化し

た「つなぎ服」を考案している。タイアートは

後の回想で， I活気をもたらす色彩，簡単に身

につけられ，しかも身につけると他の人よりも

際立って見えるものを考えた5)0 Jと述べてい

るように，着易く，しかも見た目も美しいその

シンプルな服は，タイアートが考案した経済的

な男性服として言葉の上でも知られた。

TUTAとはタイアートの造語で，今でも作業

着，工員用の衣服という意味を持つ。タイアー

トは自らその衣装を着用した(写真8)。

この服が誕生した背景には，戦後間もない貧

困の中で高価な衣服にし、かに対応するか，それ

写真8 TUTAを着たタイアート 1919年

図9 TUTAのリーフレッ卜 1919年

と同時に実用的でしかも新鮮で見栄えも良く，

仕立て易いという点で，それまでの男性服にみ

る特有の憂重要さに対する否定と結びついた。一

枚の身頃で，低い前開きの衿が付く。銅部には

簡単なベルトを配する。無地で軽い生地。シャ

ツはなく，足元はサンダル履きで、ある。前後に

四つの大きく実用的なポケットが付いている。

一枚の身頃と言うのは，未来派が実用面におい

て提起したことでもあり，バッラも1914年の衣

装宣言の中で，デッサンとして一枚仕立てを提

案している。
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翌年の1919年，タイアートはTUTAの裁断

方法を示すリーフレットを発行する(図的。

そこには次のような説明が見られる。

ITUTAの生地は 4，5メートル幅70セン

チ。ともかく安価であること。 TUTAは一

枚仕立てで最小の縫製。仕立て代は安価で

あること。 TUTAのボタンは7つのみで簡

単なベルトで着こなす。それにより時聞が

節約される。 TUTAを何週間か着ることに

よって最高に便利であると感じるであろう。

その幸福感と自由に動けることでそれを身

につけた人はエネルギーが節約されたと感

じ若返った気持ちになれる6)oJ

つなぎ服はシンプルさと基本的な作りを極め

たもので，男性だけでなく，女性にも着用可能

であった。



1926年にタイアートは同様のラインのつなぎ

服と上着を考案する(写真10)。前回のつなぎ

服を連想させるシンプルな男性服で、あるがそこ

にはネクタイが添えられている。

その後1928年に，ファシストグループにより

帽子デザイナーとして選出され，翌29年にはフ

ァシスト連の公式雑誌 WModa~ にデザインを

掲載した。タイアートが未来派に加わったのは

この年である。そして1930年のある雑誌の中

で， 1"着こなしの美学。太陽のモード。未来派

のモード。夏のモードは太陽のモードである。

この太陽のモードは未来派的モード，すなわち

生き生きとした色彩，今よりももっとシンプル

で実用的な着こなしを促進するであろう。灰色

で悲しい空の下で作られた服を拒絶する。灰色

や茶色といった色を元にしてほこりや汚れを隠

すに相応しい色はある意味では実用的ではある

が，基本的に輝きのない不健康で若々しくな

い。我々の衣装は，暗くくすんだ色彩よりはっ

きりした明るい色合いと良く調和するはずであ

る。だから，新しいスタイルを創り出す勇気を

持ち，その素晴らしいスタイルが快活さを導

き，最高の生気の印である。はびこる憂重要さや

息苦しさから全世界に若々しさを解き放ち，男

性と女性の服をシンプルに，より軽く，より便

利に，より健康的にする勇気を持つことが必要

だ。新イタリアモードは，未来派モード。シン

プル，冒険的，色彩のモード。イタリア人気質

のような太陽のモード，光を放ち，未来に向か

写真10 タイアートのつなぎ服と上着 1926年
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って未来派的に伸び行く。より色彩を，より明

るさ伸びやかさを，よりダイナミックに。憂欝

さや静止度を減らし，慎重な威厳や堅苦しさも

なくす。現代衣装の問題である懐古的悲観主義

を減らすのだ7)oJと述べている。その後1932
年に先の宣言の発行となった。そして彼はパリ

やロンドンのデザインばかりを見る業界の外国

品崇拝を批判し，ローマやフィレンツェで生産

されるファッションの重要性を強調した。そし

て，前衛的な芸術家に未来派的なモードを負う

よう求め，企業家や仕立て屋には助力を求め

た。

タイアートは1932年の宣言以外にメンズファ

ッションあるいはつなぎ服に関するエピソード

はない。

E クラーリ，シーテ， ドッ卜ーリの提

案

1 クラーリのメンズスーツ

画家，彫刻家トゥッリオ・クラーリ Tullio

CRALI (1910-?)は， 1929年に未来派に加わ

り， 1932年以降「未来主義航空画家宣言」のグ

ループ展に毎回参加し航空絵画における代表

作家の一人となった(図11左)。そして衣装に

も熱心に関心を寄せた。

1932年の彼の男性衣装の習作やデッサンに

は，非対称なラインを用いたデザインと鮮やか

な色彩を特徴とするスーツが描かれている(図

12)。短い上着には衿がなく，左側のみに異な

る色の見返しが付けられた。袖の色だけ異なる

上着，また別の色のズボンを合わせる上着もあ

った。上着のボタンは 1つのみであった。カフ

スボタンも lつで，開襟のシャツを着ている。

大変シンプルで、ある。彼は自分用として数着試

作し，実際に着用していた。実用的でしかもエ

レガンスな印象を受ける(写真13)。

彼はその後， 1950年代にも特徴ある衣装を着

用していた記録がある。 1951年，白，黒，黄，

オレンジと彩色に富んでいたボタンのない夏用

の上着， 1952年夏，柔らかい素材で出来た朱色



図11 左 クラーリ「空港上の降下J1939年

右 ドヴ卜ーリ「市街上空300kmでJ1934年

の上着，秋用には青色のラシャで出来た水夫風

の上着，冬用には黒のラシャ製ハーフコートを

着ていた8)。

2 シーテの考案

画家ミーノ・デッレ・シーテMinoDelle 

SITEも，男性用女性用ともに衣装の革新に興

味を示した。彼は1932年に「熱のつなぎ服

tuta termica maschile J (図14)を考案した。

これは肉体の呼吸に合わせ，肉体の自然な熱を

保ち，外部からの暑さから防御する生理学的な

素材で作成された。 2種類の衣類でオールシー

ズン着用できる。タイアートのものとは違った

図12 クラーリ スーツの習作 1932年
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つなぎ服の考案であるが，ここでも一枚仕立て

の重要性は，未来派が以前から提起している部

分である。高い衿，左に何でも入る弾薬筒と思

われるバッグの付いた帯飾りが肩についてい

7こ。

1933年には上着も考案され，丈長で衿はなく

留め金が 1つの大変シンプノレなものである(図

15)。その下に着るシャツは，木綿か絹で好み

に合わせて様々な色があり，明らかな非対称の

衿がついていた。彼がデザインしたシャツは衿

に特徴があり，この他にも先を尖らせたり，直

角に45度に角を丸くしたり長くしたりするシャ

写真13 クラーリ 1933年
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図15 シーテ上着と

ネクタイのデッサン

1933年

ツが考案された。新奇性に富んでしかもダイナ

ミッグで，遊び心が見られる。クラーリが丸く

ダイナミックであるのに対し，彼は直線的とい

える。ネクタイは帯状の金属性や様々な金属が

付けられた。

彼の経歴やこの他の活動に関しては，現在の

ところ明確になっていないため，ここでは触れ

ていない。

3 ドットーリの制服9)

画家ジェラルド・ドットーリ GerardoDOT-

TORI (1884-1977)は， 1913年には未来派に

加わった。とりわけパッラに接近し， 1926年以

降未来派グループとともに数多くの展覧会に参

加した。 1929年「未来主義航空画家宣言宣言」

に署名しクラーリと同様，航空絵画の代表作

図16 ド‘Y卜ーリ 制服のデッサン
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家となった(図11右)。彼の絵画作品の特徴は

激しい渦巻きがダイナミックな効果を持つ。

彼は1930年代にファシスト時代の男性の着こ

なしについての問題に取り組みデザインしてい

る。前衛的な準軍隊的制服であるが，スポーテ

ィーにも見える。未来派の衣装として実用性を

求めたものであった。意図的に伝統的な形式や

類型の破壊，ダイナミッグなフォルムが示され

ている(図16)。

N IL MENIFESTO FUTURISTA 

DEL CAPPELO ITALIANO 

1933年 3月ILMANIFESTO FUTURISTA 

DEL CAPPELO ITALIANO (イタリア帽子未

来派宣言) (図17)が発表された。これは未来

派運動本部発行の雑誌 WFuturismojに未来派

帽子コンクールを開催することが掲載された折

のことである。コンクールにはイタリアの多く

の芸術家を巻き込み，製造者には新作を生産す

るよう促がした。審査委員会はマリネッティが

統括した。宣言ではマリネッティのほかに3人

の未来主義者が名前を連ねていた。この時，パ

ッラも「防毒ガスの帽子」を提案，実際に帽子

メーカー 2社が生産している10)。

宣言は1914年のバッラの宣言に言及したもの

で，男性に美的な帽子の着用を勧めたものであ

る。それは，中間色や黒ではなく色づけされ，

しかも機能性も重要視された。 20種類もの帽子

を示し，素材も様々なものを利用している。帽

子の問題については，バッラの衣装宣言の末尾

でも触れられていたように，おそらく未来派が

初期の頃からあたためていた構想の中に含まれ

ていたと考えられる。また，帽子は服装全体の

中で自につきゃすい部分であること，そして変

化させやすいということも考えられる。

宣言の中で提案された帽子の種類が実際に試

作されたのか，またデ、ッサンが残っているのか

今のところ資料が見つかっていない。



「イタリア帽子未来派宣言J

待望のイタリア男性衣装革新は1914年9月

11日に未来派ジャコモ・パッラに署名され

Tこ。

その衣装は，ダイナミック，白，赤，緑で

構成され，未来派自由語詩人フランチェスコ

.カンジエロによってデモストレーションの

際に着用された。マリネッティに率いられた

ローマの未来派たちがローマ大学において中

立的な教授陣に対抗し，広場で暴力闘争を展

開，逮捕者を出した時である。

(1914年12月11， 12日)

再び我々未来派が衣装革新において首位を

取ろう。勝利は我々の立証された創造の能力

によって確固たるものとなる。今日，特に帽

子に関して発表する。

イタリアの帽子は長い間世界で絶対的な首

位を保っていた。最近は外国崇拝や非衛生的

な悪習のため，多くのイタリアの若者はアメ

リカやドイツに習い帽子をかぶらない。帽子

の表退は男性の美観を損なう。輪郭は失わ

れ，愚かしく長髪が取って変わり，ほどほど

に活発に，ほどほどに男らしく，ほどほどに

知的に。

ファシストやローマ進軍において，古代ロ

ーマ人より勇壮に秀で、た戦土達は，何世紀も

経って風土も変わった文化スタイルを受け入

れる必要はない。ロサンゼ、ルスで，スポーテ

ィーなイタリアの成功者はくだらない歴史の

センチメンタリズムに由来する異国の趣向な

ぞに打ち勝たなくてはならない。だから，美

的な帽子の必要性を認めるのである。

1 黒や中立的色彩の使用を非難する。雨，

雪，霧の都市の街路に泥という不動のメラ

ンコリーを与え，茶色の流れが巨大な幹や

石，亀を落下させる。

2 過去主義のありとあらゆる帽子類を非難

する。美的にも実用的にも速度的にも我々

の機会文明に調和しない。例えばうぬぼシ

ルクハットは，早足を禁じ，葬式を近づけ

る。 8月，イタリアの広場はまばゆい光と

( 68 ) 

炎の沈黙が満ちる。通行人の黒やグレーの

帽子は哀しく排世物のように浮かぶ。色

を! イタリアの太陽と競う色が必要だ。

3 帽子の未来派的機能を提案しよう。帽子

は今日まで少ししか，あるいは全く男性に

有益で、なかったから今後は帽子を輝かせ，

示し大事にし，守り，速度を与え，元気

づけるといったことがなされなくてはなら

ない。

美的，衛生的，機能的革新を通して創出する

帽子は，ムッソリーニの新たな環境に必須な

多様性，飛躍性，力動性，叙情性を強調し，

イタリア男性の理想的なラインに帰依し完成

し正す。その帽子の類型は，

l速い帽子(日常的な使用)

2夜の帽子(パーティー用)

3華美な帽子(礼装用)

4航空ースポーティーな帽子

5太陽の帽子

6雨の帽子

7高山の帽子

8海の帽子

9防衛の帽子

10詩の帽子

11宣伝の帽子

12同時の帽子

13造形の帽子

14触感の帽子

15輝く一信号の帽子

16音響の帽子

17無線電話の帽子

18治療の帽子(松やに，メントール，自

然波の円形モデレーター)

19自動合図の帽子(赤外線システム)

20この宣言をこきおろすばか者のための

変わった帽子

フェノレト， ビロード，藁， コルク，軽金

属，ガラス，セルロイド，プ!ロック，毛皮，

スポンジ，繊維などを単独であるいは組み合

わせて制作される。

これらの帽子の彩色は，光あふれる広場に
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図17 IL MANIFESTO FUTURISTA DEL CAP・

PELO ITALIANO 1933年

大きな果物屋の香りと大きな宝石庖の春修を

与える。夜の道は，香りに満ち， うっとりす

るほど光り，ついには殺したいほどの月の輝

くこのノスタルジーに由来する。

このように，イタリア芸術作品としての理

想の帽子は始まるのである。活気があると共

に，大変実用的で帽子の美を増し，イタグア

は再び世界で最も重要な産業国家の一つにな

る。我々の美しい半島は，半分は各国からの

旅行者で，彼らが自分たちの好みで、無帽でや

って来るが，イタリアの新しい帽子を被りい

つも親切に彼らを受け入れよう。

マリネッティ

モナルキ

プランポリーニ

ソメンツィ

V MANIFESTO FUTURISTA SUL-

LA CRAV ATTA ITALIANA 

1933年3月27日MANIFESTOFUTURIS-

TA SULLA CRAVATTA ITALIANA (イタ

リアネクタイ未来派宣言) (図18)がヴェロー

ナの未来派本部より発表された。航空画家，航

空彫刻家レナート・ディ・ボッソ RenatoDi 

BOSSO，詩人イグナチオ・スクルト Ignazio

SCURTOの共同署名による。これはマリネッ

ティによる「イタリア未来派帽子宣言」の煽動

を受け発行された。宣言の中では，布製の結び

目を持つネクタイや蝶ネクタイ，そしてネクタ

イピンを廃止し未来派ネクタイの着用を勧め

た。そして人は身につけたネクタイを通して表

されると強調する。具体的には軽くて光沢があ

り，アンチ(反)ネクタイと呼ばれる金属性で

あった(写真19)。理想的な金属とサイズも示

されている。

ディ・ボッソとクルストは，数カ所の都市で

反ネクタイを実際に着用しデモストレーション

を行った11)。

彼らに関する経歴やこの他の活動について

は，今のところはっきりわかっていない。

「イタリアネクタイ未来派宣言」

Artisti ltaliani 

Moda ltaliana 

Industria ltaliana 

Prodotto ltalianissimo 

Cio色Futurista

イタリアの芸術家

イタリアのモード

イタリアの産業

イタリア的製品

つまり未来派
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図18 MANIFESTO FUTURISTA SULLA CRA・

V ATTA ITALIANA 1933年

prima allancio in tutta Itaria 

dell' anticravatta d'arminio 

creazione del futuristi 

Di Bosso e Scurto 

ヴェローナの未来派企業

芸術的，美的，商業的に

愛国心の明るく模倣すべき手本

まずはアルミニウムのアンチネクタイを

全イタリアに発表する

ディ・ボッソとスクルト

未来派創造物

画家，彫刻家レナート・ディ・ボッソと詩

人，喜劇脚本家イグナチオ・スクルトは，画

家アルビーノ・シヴィエロと詩人クイリーノ

・サケッティの協力を得て，抵抗力，実用

性，光沢を備えたアルミニウム製アンチネク

タイのデモストレーションを多くの都市で行

っTこ。

写真19 ディ・ボッソ アンチネクタイ 銅製

1933年

イタリアモードにおいて男性衣装を革新す

ることは，田舎者の外国崇拝や反イタリア的

ガリアアングロサクソン至上主義に優先し

て，過去現在未来のどの国民よりも，より天

才的，より直感的に優れ，より速さを持つ我

々民族の改革者の誇りを意味する。天才マリ

ネッティは，またもや一様でモノトーンの帽

子の有り方を批判して，改革のシグナルを発

した。

ディ・ボッソとスグルトは若く有能な未来

派たちと協力して，イタリアの使徒を締め殺

したロープを思い出すような黒，グレー，多

色のネクタイの下げ結びに対抗して，挑戦的

な必須の改革運動を布告する。

し、かなる男性も首に哀惜の黒や不名誉な色

彩を吊るし，社会の卑屈を示すラシャや絹を

下げている。

イタリア人よ，下げ結びのネクタイ，蝶ネ

クタイ，ネクタイピン，反速度，反衛生，反

楽観主義のガラクタを廃止せよ!それらを君

達の子供に送り給え。猫や犬のひもにするだ

ろう。それが物笑いにならない唯一の使用法

だ!

外国のモードから，ネクタイ屋の日常的な

不幸から自由になれ!

人格は身につけたネクタイを通して表れ

る。今日モーター，力動，同時性とし、う時代
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¥
 



に，人々は結び目や布の切れ端から表される

べきでなく，金属の光沢と純粋さから表れ

る。だから全てのイタリア人男性に，俗なネ

クタイを拒絶し，ヴェローナにおいて1933年

3月27日に我々によって発表される未来派ネ

クタイの使用を勧める。未来派ネクタイは，

軽くて光沢があり，持ちの良い金属製アンチ

ネクタイで，それを身に付けた人に柔軟性，

強さ，知性，節度，有効な発案，改革とイタ

リアの精神が示される。

我々の理想とするアンチネクタイは以下の

ようであるべきだ。

水平にうねりのあるブリキ

反伝統的な装飾モチーフのある無光沢のア

ノレミニウム

一現代的な彫りの光沢アルミニウム

一光沢と無光沢のグラデーションのあるアル

ミニウム

一貴重な金属

一真鎌

一銅

使用金属は，厚さ 2から 4デシミリメート

ル。だから重さはなく，結び目は完全に廃止

される。長さは数センチメートル。

ヴェローナで、開催されたデ、モストレーショ

ンで，我々の発明は庶民にもインテリにも熱

狂的に迎えられ，他の都市から見本や忠告の

要望があり，アンチネクタイは間もなく楽観

主義，エレガンス，実用，光沢，抵抗，ラシ

ャや絹となるであろう。

アンチネクタイは軽く柔軟な服飾品で，豊

かなイタリアの太陽と青空に反射して，我々

男性の胸から周知の憂愁と悲観を取り去る。

外交官や怠惰な公証人風にネグタイをして

いる若者や青年たちは滑稽で、ある。母親はあ

なたの息子達に未来派の光輝くアンチネクタ

イを送ってください。楽観的で，光りと飛行

の欲望をかきたてる。

アンチネクタイで全ての男性も，全ての若

者もイタリア人が最大の権利を有する航空的

な特徴を帯びる。

中立で反戦的な滑稽なぼろきれより，日向

で飛行機の翼に装飾されるほうが好ましい。

未来派達よ，下げ結びをボイコットせよ!

イタリア人よ，これまでの首吊りではな

く，男らしく着こなし給え!

レナート・ディ・ボッソ

イグナチオ・スクルト

ヴェローナ

ヴェローナ未来派運動部

1933年3月

vl おわりに

未来主義は第1次世界大戦後，特に未来派宣

言を発表した当初から中心的担い手であったボ

ッチョーニ UrnbertoBOCCIONI (1882-1916) 

の死によって一つの幕を閉じた。そして多くの

芸術家たちが未来主義から離れ始めた。マリネ

ヅティは，パッラを引き込み若い芸術家の間で

未来主義を続けようとする。そして新たな画

家，建築家を加えていわゆる第二未来派が結成

された。

未来派によるメンズファッションに関する改

革の試みは， 1910年代のパッラの宣言以降も進

められていった。彼の着想はその後の未来派画

家に影響を与えた。タイアートのつなぎ服の提

案，そして宣言の内容においてもバッラの影響

が見られる。そして1930年代に発表されたクラ

ーリによる鮮やかな色や左右非対称のメンズス

ーツのデザインからもパッラの影響は汲み取れ

る。

一方で未来派は，ファシズムへの接近という

側面を持っていく。未来派は当初から愛国的な

参戦論を強く主張していたため，終戦とともに

ファシズムの勢力が次第に力を増していく中

で，未来派も当然、のようにファシストと協調す

ることとなる。またファシズム体制jに協力して

いくことが若い世代の間で未来派を続けるため

の一つの方法でもあったと考えられる。そして

政治的な要素の強い未来派となっていった。特

、、E
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4
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にファシズムの体制が広まる1930年以降にそう
した思想を持った未来派画家シーテやドットー

リが現れ，彼らは当時のイタリアファシストの

制服やゲートル，長靴姿を想像させるようなフ

ァシズム時代の男性の着こなしに関して取り組

みデザインした。そこにもシーテの主張する肉

体の開放，ダイナミックで非対称のライン，そ

してドットーリの強調するダイナミックなフォ

ルム，そして実用性を重視した部分は，未来派

バッラが兼ねてから提案するところであった。

ファシストにとって制服が重要であったこと

は， 1933年以後，教師はファシスト党の制服を

着て授業をしなければならなくなる他，国民は

幼少の頃から体制に組み込まれ，特に男子の場

合， 8歳から18歳までパリッラと呼ばれる組織

に強制加入し軍事教練を受け，制服姿でパレー

ドするなど，ファシズムにとって制服を着用す

ることは，組織の存在，行進による示威などの

上では不可欠であった。

1933年のILMANIFESTO FUTURISTA 
DEL CAPPELO OTALIANOでは冒頭で直接

パッラに触れている。もともとパッラの宣言を

受けての発表であることが読み取れる。未来派

は衣装から徐々にアクセサリーへと対象を変化

させていった。宣言では1914年の衣装宣言の中
で、パッラが主張したのと同じように過去主義の

否定，すなわち黒や中立な色彩を使用すること

を非難し，未来派的機能を持った帽子を提案し

た。機能性，衛生，美の三つは未来派の理想で、

あった。

続いてMANIFESTOFUTURISTA SUL-
LA CRA V ATT A OT ALIANAが帽子に関する
宣言を受けて発表された。布製ネクタイを否定

し金属製で光沢があり，しかも軽い未来派ネク

タイを提案した。また，この宣言の中で使われ

ている言葉にファシズムの要素12)が強いこと

もわかる。

1933年とし、う年は未来派がファッション分野
で活動を拡大した時期で、あった。未来派が発表

したファッションに関する宣言はこの他にも

FUTURMANIFESTO CONTRO LE BARBE 

VISIBILI E INVISIBILI (見える，見えないひ

げに対する未来派宣言)が1933年に作家フェル
ナンドチェルベッリ FernandoCERVELLI署

名により発表されている。その宣言の中でも見

えるひげと見えないひげについて未来派的な言

葉が羅列している13)ことから，ここでもファ

シズムの問題が読み取れる。

未来派の終震はファシズムとの結びつきにあ

るともいわれているが，未来派はその後20世

紀ヨーロッノ，ミ芸術の様々な展開の中に次第に解

消されていくこととなる。

未来派とファッションについて調べてきた

が，未来派の宣言の中に，このようなメンズフ

ァッションに関しての宣言があることにとても

驚いた。そしてメンズファッションを変えるこ

とにこれだけのエネルギーを害札、たことにも驚

かされた。未来派はファシズムとの接近という

側面を持っていたために言及を避ける風潮があ

ったが，メンズファッションの宣言に関する限

りは非常に明快で，メンズファッションの改革

としては素晴らしいと感じる。決して否定的で

はない。むしろ，現在の我々から見たら，非常

に新しいことを言っているとさえ思う。未来派

は現代芸術のあらゆる可能性を先取りしていた

ことで，近年徐々に未来派の意義が再評価され

つつある。それはファッションから見てもそう

であろう。

最後に，本稿の執筆に際し懇切な御指導を賜

った辻ますみ教授，そして貴重な御助言を頂い

た若宮信晴教授，またイタリア語翻訳で全面的

に御協力頂いた翻訳家佐藤公子氏に深く感謝申

し上げたい。

註

1)詩人F.T.マリネッティが1909年パリの日刊紙
『フィガロ』に「未来派宣言」を発表したことに

始まる。これに呼応し，バッラ，カツラヲルッソ

ロ，セペリーニら翌年未来派に参加した。その思

想は，第一次世界大戦前の1910年代初頭の不安に
満ちたイタリアにおいて伝統文化や懐古的な趣味

にまっこうから反対し，急速に進歩しつつあった

( 72 ) 



機械文明を積極的に芸術に取り入れ新しい美学を

打ちたてた。マリネッティの「この世は新しい美

によって輝きを増した。スピードの美である。今

日の美は闘争の中のみにある。」という宣言文に

あるように，文化や政治に見られる過去の遺産と

伝統的な価値を一切否定し，スピードと機械工学

の戦争で象徴される現代のダイナミズム，そして

攻撃的な愛国主義を貫いた。彼らは次々に宣言を

発表することで主義主張を広めていった。その理

念は建築，音楽，装飾美術，写真，映画，舞台美

術などあらゆる芸術に展開し，同時代のヨーロッ

パ芸術界に大きな影響を与えた。

2) Crispo1ti， Enrico. IL FUTURISMO E LA 

MODA， Venezia， 1986 

3)二つの衣装宣言は，翌年1915年3月11日に表明

された RicostruzioneFuturista de11'universo (宇

宙の未来派的再構成)の中でバッラが提案した未

来派メンズファッションのフォルムの再構成，色

彩の再構成として一部引用された。この宣言は立

体的造形の新しい実験を明確にするためのもの

で，数多くの未来派宣言の中でも極めて重要とさ

れている。バッラ，そして未来派の若い新メンバ

ーであったフォルチュナート・デベーロ Fort田la-

toDEPEROが共同で署名した。宣言の内容は芸

術に楽しい遊びの精神を生み，宇宙を再構成させ

るというものであった。再構成された宇宙とは，

停滞した保守主義から人々を守り，現在行われて

いる戦争よりももっと大きな戦争がもたらされる

ことを望んだ。

4)飛行絵画aeropittoraとも言う。マリネッティ

による造語。 1930年から40年にかけて未来派の画

家たちによって描かれた絵画方式。飛行による視
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覚的な効果を表現しようとした。

5) Crispo1ti， E.， op. cit.， p. 131 

6) ibid.， pp. 131-132 

7) ibid.， pp. 135-136 

8) ibid.， p. 141 

9)イタリア語でdirisa。制服，ユニフォーム，軍

服といった意味をもっ。ファシズム関連では制服

という日本語訳が一般的となっているため，ここ

では制服とし、う訳を用いている。

10) Crispolti， E.， op. cit.， p. 144 

11) ibid.， p. 145 

12)ファシスト，ローマ進軍，ムッソリーニといっ

た言葉を指す。

13) Crispo1ti， E.， op. cit.， p. 145 
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